
算数科における
複式指導の工夫

間接指導や少人数での学習の課題に対応する

～ガイド(※①)を使った学習を中心に～

１

※①学習の進め方や学習の方法、内容などを示した「学習の手引き」のこと



少人数

直接指導と
間接指導の

内容や
バランス

学力の
個人差

複式学級での授業の課題

多様な意見
が出にくい。

もっと考えを
広げたり深めた
りさせたい！

もっと学び
合いを充実さ
せたい！

自力解決が困
難な児童にはど
のように支援す
ればよいかな？

ガイドを使って、
どの程度自分たちで
進められるかな？

各学年に対する直
接指導の比重をどう
すればよいかな？

「複式」といっても、各学年の人数
や児童の実態によって悩みは様々……。

２



３

★ 低・中・高学年別のガイド
★ 「ずらし」(P.5参照)に対応したガイド
★ 具体的なガイド(※②)の使用
★ 基本のガイド(※③)と具体的なガイドの併用

少人数であることや学力の個人差に配慮しながら、直接指
導や間接指導を充実させよう！

☆ ＩＣＴ機器を活用する

☆ 第三者の考えを提示する

★ 数種類のヒントカードの準備

ガイドの種類や活用の仕方を工夫する

ヒントの出し方を工夫する

※③学習の進め方や学習方法の基本的な型を示した学習の手引き

※②本時の学習に合わせて、学習の進め方や方法、内容を具体的
に示した学習の手引き



自分たちで学習を進められるようにするために
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か
ん
そ
う

きょうの 学しゅうの かんそうを かきましょう。

かんそうを はっぴょうします。◯◯さんからおねがいします。

こ
う
り
ゅ
う

では、はっぴょうしましょう。○○さんおねがいします。

きく人は、じぶんのかんがえと くらべながら ききましょう。

おなじ かんがえかた だった人。
ちがう かんがえかた だった人。→○○さんおねがいします。

どのかんがえかたが わかりやすくて べんりですか。

きょうの「めあて」にたいして、わかったことを みんなで まとめましょう。

れ
ん
し
ゅ

う

できた人は、れんしゅうもんだい(　　　　　　)をして、こたえあわせをしま
す。じかんは、○ぷんです。(タイマーセット)

はやくおわった人は、こまっている人がいたら たすけてあげましょう。

じ
ぶ
ん
で
か
い
け
つ

きょうのめあてを かんがえましょう。

きょうのめあてを よみましょう。

じぶんのかんがえを ノート(プリント)にかきましょう。
なんぷんで できそうですか。〈タイマーをセットする〉

かけた人ははっぴょうできるように、じゅんびしましょう。はっぴょうのほうほ
うは(　　　　　)です。①ホワイトボード　②ＯＨＣ　③ロイロノート

はっぴょうの じゅんびができた人は、じぶんのかんがえを せつめいできるよう
に れんしゅうしたり、ほかのほうほうで できないか、かんがえたりしましょ
う。

つ
か
む

ノートに 日づけを かいていますか。

きょうの もんだいを よみましょう。さんはい。

いみのわからないところはありませんか。
〈なければ つぎへ，あれば はなしあう。だれもこたえられなければ、手をあげ
てまつ〉

もんだい文から、わかっていることはなんですか。〈○でかこむ〉

このもんだいで、きかれていることはなんですか。〈なみせんをひく〉

１・２年さんすう
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自
力
解
決

発表の準備ができた人は、自分の考えを説明できるように整理しましょう。

つ
か
む

練
習

では、発表しましょう。○○さんお願いします。

感
想

ノートに日付を書いていますか。

今日のめあてを考えましょう。

今日のめあてを確認します。

自分の考えをノート(プリント)に書きましょう。何分でできますか。
〈タイマーをセットする〉

書けた人は発表できるように、準備しましょう。発表方法は(　)番です。
①ホワイトボードで発表　　②ＯＨＣで発表　　③ロイロノートで発表

前の時間は、○○○の勉強をしました。(前の時間に勉強したことは○○○で
す。)

今日の問題を読みましょう。さんはい。

今日の学習の感想を書きましょう。

感想を発表します。◯◯さんからお願いします。

意味の分からないところはありませんか。
〈なければ次へ，あれば話し合う。だれも答えられなければ、手を挙げて待
つ。〉

問題文から分かっていることは何ですか。〈白チョークまたは黒ペンで○〉

この問題は何について考えるものですか。〈黄色チョークまたは赤ペンで書く〉

この問題で聞かれていることは何ですか。〈白チョークまたは黒ペンで波線〉

交
流

５・６年算数

できた人は練習問題(        )をして、答え合わせをします。時間は○分です。
(タイマーセット)

早く終わった人は、困っている人がいたら助けてあげましょう。

聞く人は、自分の考えと比べながら聞きましょう。

同じ考えだった人。違う考え方だった人。→○○さんお願いします。

それぞれの考え方には、どんな特ちょう(良さ)がありますか。

今日の「めあて」に対して、分かったことをみんなでまとめましょう。

ど
の
過
程
が
間
接
指
導
に
な
っ
て
も
、
自
分
た
ち
で
進
め
ら
れ
ま
す
。 ４

例えば、「長方形の面積の
求め方を考える」「まとめて
考える方法を見いだす」など、
児童が課題を設定するための
足がかりとなります。中学年
あたりから徐々に取り入れる
ことができます。

高学年では、前
時の学習とのつな
がりを意識させ、
本時の課題設定や
課題解決の見通し
に生かせるように
していきます。

１年生の時からパターン化しておくと、学年が上がるにつれて慣れてくるので、スムーズに学習を
進められます！
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自
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解
決

発表の準備ができた人は、自分の考えを説明できるように整理しましょう。

つ
か
む

練
習

では、発表しましょう。○○さんお願いします。

感
想

ノートに日付を書いていますか。

今日のめあてを考えましょう。

今日のめあてを確認します。

自分の考えをノート(プリント)に書きましょう。何分でできますか。
〈タイマーをセットする〉

書けた人は発表できるように、準備しましょう。発表方法は(　)番です。
①ホワイトボードで発表　　②ＯＨＣで発表　　③ロイロノートで発表

前の時間は、○○○の勉強をしました。(前の時間に勉強したことは○○○で
す。)

今日の問題を読みましょう。さんはい。

今日の学習の感想を書きましょう。

感想を発表します。◯◯さんからお願いします。

意味の分からないところはありませんか。
〈なければ次へ，あれば話し合う。だれも答えられなければ、手を挙げて待
つ。〉

問題文から分かっていることは何ですか。〈白チョークまたは黒ペンで○〉

この問題は何について考えるものですか。〈黄色チョークまたは赤ペンで書く〉

この問題で聞かれていることは何ですか。〈白チョークまたは黒ペンで波線〉

交
流

５・６年算数

できた人は練習問題(        )をして、答え合わせをします。時間は○分です。
(タイマーセット)

早く終わった人は、困っている人がいたら助けてあげましょう。

聞く人は、自分の考えと比べながら聞きましょう。

同じ考えだった人。違う考え方だった人。→○○さんお願いします。

それぞれの考え方には、どんな特ちょう(良さ)がありますか。

今日の「めあて」に対して、分かったことをみんなでまとめましょう。

ずらしを計画して
わたりを取り入れた指導

効率よく「わたり」を行うために指導
段階を学年別にずらした組合せのこと
を「ずらし」といいます。

５

５年生がガイド①を使っている場合、６年生はガイ
ド②を使って進めると、「ずらし」が可能となります。



ガイド上は
途中から同時
直接指導の時
間となってい
ますが、６年
生が直接指導
となるタイミ
ングで４年生
に指示を出し、
間接指導に切
り替えていま
す。

自分たちで学習を進められるようにするために

「具体的なガイド」は、
両学年の学習の流れを時
間軸に沿って示したもの
です。この授業では、６
年生の方が間接指導の割
合が大きいため、６年生
のリーダーにだけガイド
を渡しています。

○は直接指導

●は間接指導

間接指導時、リー
ダーがみんなに指示す
る内容です。

６

時間を確認
しながら、児
童だけで協力
して進めるこ
とができます。
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自
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解
決

発表の準備ができた人は、自分の考えを説明できるように整理しましょう。

つ
か
む

練
習

では、発表しましょう。○○さんお願いします。

感
想

ノートに日付を書いていますか。

今日のめあてを考えましょう。

今日のめあてを確認します。

自分の考えをノート(プリント)に書きましょう。何分でできますか。
〈タイマーをセットする〉

書けた人は発表できるように、準備しましょう。発表方法は(　)番です。
①ホワイトボードで発表　　②ＯＨＣで発表　　③ロイロノートで発表

前の時間は、○○○の勉強をしました。(前の時間に勉強したことは○○○で
す。)

今日の問題を読みましょう。さんはい。

今日の学習の感想を書きましょう。

感想を発表します。◯◯さんからお願いします。

意味の分からないところはありませんか。
〈なければ次へ，あれば話し合う。だれも答えられなければ、手を挙げて待
つ。〉

問題文から分かっていることは何ですか。〈白チョークまたは黒ペンで○〉

この問題は何について考えるものですか。〈黄色チョークまたは赤ペンで書く〉

この問題で聞かれていることは何ですか。〈白チョークまたは黒ペンで波線〉

交
流

５・６年算数

できた人は練習問題(        )をして、答え合わせをします。時間は○分です。
(タイマーセット)

早く終わった人は、困っている人がいたら助けてあげましょう。

聞く人は、自分の考えと比べながら聞きましょう。

同じ考えだった人。違う考え方だった人。→○○さんお願いします。

それぞれの考え方には、どんな特ちょう(良さ)がありますか。

今日の「めあて」に対して、分かったことをみんなでまとめましょう。

一方の学年で重点
的に直接指導を行い
たい時、もう一方の学
年はガイドを併用して
進められるようにして
おけば、通常は直接
指導である場面でも
間接指導を行うこと
が可能です。

★の部分は、それぞれ
の場面でリーダーからみ
んなに伝えてほしい内容
を示しています。

７



タブレット端末
を使ってヒントを
提示すると、もっと
手軽に使えます！

自分たちで学習を進められるようにするために

【種類別に袋に入れる】

★ 数種類のヒントカードを用意する

思考の流れに沿っ
て段階的にヒントを
提示することで、ど
こまで自力解決でき
るのかを確かめるこ
とができます。

８

【図のかき方が分からない児童用】 【まとめて考える方法が分からない児童用】 【小数倍に混乱した児童用】



少人数であれば、全員が自分の考えを発表することが可能です。その際、ＩＣＴ機器を使って発表資料に書き
込んだり考えを分類したりできるようにしておけば、間接指導時であっても自分たちで話合いを進められます。

★ ＩＣＴ機器の使い方を工夫する
～授業支援クラウドの活用～

自分たちで話合いを進められるようにするために

間接指導時に児
童が話し合った結
果を直接指導時に
確認できます。補足
や修正等も容易に
できます。

考えを比較し、
分類する場面

児童が話合いに
使用したカードを
集約したもの

９

画面をそのまま印刷
することができるため、
友達の考えをノートに写
す手間がかからず、効率
よく思考の跡を残せます。



考えを深めたり広げたりするために ★ 第三者の考えを提示する

多様な考えに触れることが難しい少人数学習では、「第三者」として教師がパペットを使ったり
架空の児童役を演じたりして、対立した意見や誤った考え、その他の考え方を提示する方法もあり
ます。それにより、児童の考えを更に引き出したり確かなものにしたりすることができます。

ぼくは、この形(それぞれ
の辺の長さが異なる四角
形)は、とんがってるから、
こっち(三角形)の仲間だ
と思うよ。（ｂｙ.ゴジラ）

ちがうよ。直線が
４本あるから仲間
とは言えないよ。

学年で一人の授業でも、発言する機会が増えます!
10



11

まとめ

〇キャラクター等の第三者を登場させて、ゆさぶりをかけたり異なる意見を示したりすることで、児童の考えを確かなものにしたり
広げたりすることができる。

少人数であることや学力の個人差に配慮しながら、
直接指導や間接指導を充実させるために

〇学校全体でガイドの形式を統一し、繰り返し使うことで、低学年のうちから学習の進め方を定着させることができる。
〇具体的なガイド（本時用のガイド）を使うと、時間配分や学習内容について見通しを持って進めることができる。
〇間接指導と直接指導の時間配分によっては、基本のガイドと具体的なガイドを併用すると、間接指導もスムーズに行うことがで
きる。

〇個々のつまずきを想定し、一つの課題に対して段階的に数種類のヒントカードを用意することで、学力差に応じた自力解決を促
すことができる。

〇個別に思考する場面、ペアやグループ、全体での話合いの場面等において効果的にＩＣＴ機器を活用することで、間接指導時の
学習を教師が直接指導時に確認することができ、効率的な学習につながる。

第三者の考えを提示する

ガイドの種類や活用の仕方を工夫する

ヒントの出し方を工夫する

ＩＣＴ機器の使い方を工夫する


